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納
涼
祭
の
開
催

実
行
委
員
会

日

時

８
月
３
日
（
土
）

（
予
備
日

４
日
）

18
時
30
分
～
21
時
30
分

場

所

中
央
公
園

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
清
和
台
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
す
。
終
わ
り
次
第
、

盆
踊
り
で
す
。
皆
さ
ん
、
輪
に
入
っ
て

踊
っ
て
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

自
治
会
主
催
の
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

は
20
時
15
分
か
ら
行
い
ま
す
。
会
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
今
月
号
に
挟
み
込
み
ま

し
た
抽
選
券
を
抽
選
箱(
本
部
席)

に
入

れ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
抽
選
時
に
会
場
に
お
ら
れ
な

い
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。

夜
店
も
あ

り
ま
す
。
是

非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
実
施
結
果

総
務
部

６
月
15
日
18
時
か
ら
の
第
５
地
区
を

皮
切
り
に
、
22
日
午
前
は
第
１
地
区
、

午
後
は
第
２
地
区
、
23
日
午
前
は
第
４

地
区
、
午
後
は
第
３
地
区
で
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
要
望
を
お

聞
き
し
、
自
治
会
の
施
策
に
反
映
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
出
ま
し
た
皆
さ

ん
の
ご
意
見
・
要
望
と
自
治
会
施
策
へ

の
反
映
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
取
り

ま
と
め
の
上
、
回
覧
い
た
し
ま
す
。

主
な
意
見
・
要
望

（
地
区
独
自
案
件
抜
粋
）

・
第
１
地
区

（
東
１
・
２
丁
目
）

旧
清
和
台
幼
稚
園
の
利
用
・
活
用

・
第
２
地
区

（
西
１
・
２
丁
目
）

自
治
回
覧
版
の
円
滑
な
回
覧
方
法

・
第
３
地
区

（
東
３
～
５
丁
目
）

他
地
区
他
者
の
持
込
ゴ
ミ
捨
て

・
第
４
地
区

（
西
３
～
５
丁
目
）

中
学
校
送
迎
車
の
マ
ナ
ー

他

内
閣
府
女
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞

特
別
部
門
賞

受
賞

「
気
候
変
動
問
題
等
の
環
境
に
お
け

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
よ
り

◎
菅
原

八
重
子
さ
ん
（
東
４
）

第
37
回

全
国
小
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会

出
場

（
８
月
１
日
～
４
日
・
京
田
辺
市
）

◎
大
岸

蓮
來
君
（
清
小
５
年
・
西
１
）

◎
楠
本

航
絆
君
（
清
小
５
年
・
西
２
）

（
川
西
コ
ジ
マ
ー
ズ
所
属
）

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

自
治
会
事
務
局

夏
休
み

８
月
13
日(

火)

～
16
日(

金)

「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

８
月
号
は
休
刊
し
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す



役
員
会
だ
よ
り
（
４
６
０
号
）

開
催

６
月
16
日

［
議
題
報
告
事
項
］

●

会
議
・
行
事
予
定

・
６
月
８
日

部
長
会

・
６
月
16
日

役
員
会

●

各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
実
施

空
家
対
策
講
座
含
む
意
見
交
換
会

（
1
面
参
照
）

●

行
事
予
定

・
納
涼
祭

（
1
面
参
照
）

・
敬
老
の
お
祝
い
に
つ
い
て

（
９
月
中
旬
に
お
届
け
予
定
）

・
市
長
面
談

６
月
３
日

自
治
会
三
役
に
よ
る
懇
談
会

（
前
月
号
参
照
）

●

そ
の
他

・
事
務
局
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
新
調

・
自
治
会
費
集
金

・
社
会
福
祉
協
議

会
員
募
集

・
日
本
赤
十
字
社
員
加
入

受
付

６
月
５
日
～
11
日

・
３
自
治
会
情
報
交
換
で
の
情
報
要
請

・
青
パ
ト
の
運
転
講
習
と
運
行
管
理

（
防
犯
効
果
の
現
状
と
課
題
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

・
５
月
度
部
長
会
、
役
員
会
の
準
備
、

後
片
付
け
、
議
事
録
作
成

・
消
火
ポ
ン
プ
点
検

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
６
月
号

（
３
３
８
号
発
行
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

・
広
報
板
記
事
貼
替
（
６
ヵ
所
・
２
回
）

（
環
境
部
）

●

公
園
管
理

・
7
箇
所
の
ベ
ン
チ
不
具
合
修
理
を
公

園
緑
地
課
に
依
頼
し
四
季
の
小
径
オ

ア
シ
ス
西
以
外
の
６
カ
所
修
理
済

・
四
季
の
小
径
の
東
屋
屋
根
修
理
依
頼

・
雨
堤
の
桜
の
枝
保
全
と
ゴ
ミ
捨
て
抑

止
の
観
点
か
ら
木
々
の
伐
採
と
剪
定

を
公
園
緑
地
課
と
協
議
、
近
隣
住
民

に
文
書
配
布

・
４
カ
所
公
園
、
桜
の
枝
対
応
策
依
頼

・
シ
ョ
ガ
平
に
大
量
の
ゴ
ミ
捨
て
あ
り

ポ
ス
タ
ー
設
置
済

●

街
路
樹
他

・
東
５
丁
目
、
空
き
屋
の
樹
木
で
安
全

ミ
ラ
ー
視
界
保
全
目
的
で
伐
採
済

●

春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

・
次
回
へ
の
課
題
と
し
て
ゴ
ミ
袋
の
不

足
、
班
長
の
不
参
加
な
ど
で
も
円
滑

に
作
業
出
来
る
体
制
つ
く
り

●

資
源
回
収
事
業

５
月
度
実
績

32
・
5
ト
ン
（
前
年
比

87
％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

・
５
月
度

慶
弔
関
係

ご
結
婚

１
件

お
悔
や
み

２
件

（
文
教
部
）

●

横
断
幕
点
検

清
小
で
２
カ
所
補
修
、
他
異
常
な
し

●

も
の
作
り
行
事

「
サ
ボ
テ
ン
テ
ラ
リ
ウ
ム
」

８
月
８
日
（
木
）
参
加
費
５
０
０
円

９
時
30
分
～
・
10
時
45
分
～
各
20
名

場
所

第
５
自
（
別
チ
ラ
シ
参
照
）

（
体
育
部
）

●

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

５
月
26
日

約
70
名
に
て
無
事
実
施

（
安
全
部
）

●

防
犯
カ
メ
ラ

５
号
基
（
阪
急
バ
ス
車
庫
前
）
樹
木

剪
定
調
整
中
、
そ
の
他
良
好
に
作
動

●

交
通(

人
身)

事
故

５
月
３
日

西
１

車
×
車

追
突

５
月
24
日

東
１

バ
ス
内
転
倒

●

刑
法
犯
罪

５
月
18
日

東
１

空
き
屋
侵
入

25
日

西
３

自
転
車
窃
盗

●

道
路
管
理

・
フ
ァ
ミ
ー
ル
タ
ウ
ン
入
口
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
樹
木
に
よ
る
視
野
確
保
の
た
め

市
道
路
管
理
課
に
依
頼
し
剪
定
済

●

そ
の
他

・
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
６
月
号
安
全

部
記
事
（
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
マ
ッ
プ
・

特
殊
詐
欺
）
掲
載

・
青
パ
ト
講
習
会
・
第
２
自

７
月
27
日
（
土
）
10
時
～
12
時

（
会
館
運
営
部
）

●

各
自
治
会
館
点
検
等

・
第
１
自

和
室
の
網
戸
不
具
合
及
び

カ
ー
テ
ン
タ
ッ
セ
ル
切
れ
補
修
済

・
第
３
自

ド
ア
鍵
破
損
、
開
閉
時

に
難
あ
り
利
用
者
へ
伝
達
済

・
第
５
自

玄
関
の
絨
毯
マ
ッ
ト
の
破

損
有
、
破
棄
済

日
赤
社
資
募
集
と
社
協
会
員
会
費

募
金
額
報
告

〇
日
本
赤
十
字
社

件
数

２
、
１
２
４
件

金
額

８
４
０
、
４
４
９
円

〇
社
会
福
祉
協
議
会

件
数

２
、
１
７
８
件

金
額

６
７
６
、
５
３
０
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

せいわだいにゅ～す 令和６年７月１４日（２）

新
入
会
員
６
月
度
（
敬
称
略
）

松
永

華
歩

（
西
３
）

福
原

康
生

（
西
３
）



料
理
教
室
（
キ
ッ
チ
ン
ク
ラ
ブ
）

季
節
の
料
理
・
食
材
を
取
り
入
れ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
基
本
的
な
こ
と
を
、

学
び
な
が
ら
…
…
様
々
な
年
齢
層
の

方
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
一
度
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日

時

毎
月
第
３
火
曜
日

９
時
～
12
時

場

所

清
和
台
公
民
館

連
絡
先

小
坂

め
ぐ
み

７
４
４
‐
３
９
７
４

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を

終
え
て

清
和
台
中
学
校

教
頭

乾

隆
人

今
年
度
は
途
中
１
日
気
象
警
報
発

令
の
た
め
中
止
と
な
り
、
４
日
間
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
事
業
所

で
予
定
通
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

地
域
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

や
作
業
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は

違
う
視
点
で
物
を
見
て
感
じ
た
４
日

間
。
地
域
の
方
々
と
触
れ
合
い
、
人

の
温
か
さ
に
ふ
れ
、
社
会
で
生
活
す

る
こ
と
の
厳
し
さ
も
少
し
感
じ
、
子

ど
も
た
ち
は
一
回
り
成
長
し
て
帰
っ

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

事
業
所
の
皆
様
、
ト
ラ
イ
や
る
・

ウ
ィ
ー
ク
で
は
、

温
か
い
ご
指
導

の
も
と
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し

た
。ラ

ジ
オ
体
操
の
お
知
ら
せ

清
和
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

子
ど
も
会

日

時

①
７
月
22
日
（
月
）

～
26
日
（
金
）

②
８
月
19
日
（
月
）

～
23
日
（
金
）

７
時
～
15
分
間

場

所

中
央
公
園

（３） せいわだいにゅ～す 令和６年７月１４日

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

月

日

①
７
月
21
日
（
日
）

内

容

フ
ラ
ダ
ン
ス

月

日

②
９
月
15
日
（
日
）

演

奏

二
胡
と
ハ
ー
モ
ニ
カ

伊
藤

聡
様

時

間

13
時
30
分
〜
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

１
０
０
円

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り

ま
す認

知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

月

日

①
７
月
24
日
（
水
）

②
８
月
28
日
（
水
）

時

間

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
a
ｆ
e

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
バ
ー
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま

す

ふ
れ
あ
い
広
場

月

日

①
８
月
21
日
（
水
）

場

所

友
楽
園

映
画
上
映
会
【
現
金
に
手
を
だ
す
な
】

ジ
ャ
ン
・
ギ
ャ
バ
ン

ジ
ャ
ン
ヌ
・
モ
ロ
ー

月

日

②
９
月
５
日
（
木
）

時

間

①
②
共
通

13
時
30
分
～
15
時

内

容

フ
ラ
ダ
ン
ス

（
ナ
ニ
フ
ラ
ハ
ン
ズ
）

場

所

第
４
自
治
会
館

ネ
イ
ル
コ
ー
ナ
ー
あ
り
ま
す

さ
ん
り
ん
し
ゃ

日

時

９
月
11
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分

場

所

第
３
自
治
会
館

内

容

未
定

対

象

未
就
園
児
と
保
護
者

※
参
加
費
無
料
、
予
約
不
要

※
8
月
は
お
休
み
で
す

※
マ
ス
ク
着
用
で
お
願
い
し
ま
す

状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ
マ
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
み

（
敬
称
略
）

土
居

伸
二
郎

東
５

須
田

千
代
子

東
１

荒
木

キ
ヨ

東
４

乾

正
比
呂

東
４



せいわだいにゅ～す 令和６年７月１４日（４）

コロナのため発熱外来が予約制となり、

中・小病院への紹介もハードルが非常に高

くなりました。よく、遠方の病院に通院さ

れている高齢の方が、発熱時の診察を希望

されますが、診察は困難です。

まず、コロナだった場合、コロナの重症

化予防薬投与の必要性は、併存疾患で決ま

りますが、日頃診察していなければ、決定

できません。また、投薬が必要な場合でも、

腎機能がわからなければ投薬量がわかりま

せん。さらに、発熱の中には死亡原因の第

３位、４位の肺炎も含まれます。

肺炎の場合、入院の絶対適応となるのは、

75歳以上、白血球２万以上、経皮酸素飽和

度90％以下の３項目中、２項目以上の合致

で、１項目以下なら紹介先の病院の判断と

なります。しかし、普段の白血球３千の方

が1.5万に上昇すると、普段の白血球１万の

方が２万に上昇するのと同一には考えられ

ませんし、普段の経皮酸素飽和度98％に低

下した方も同一には考えられません。その

時、重要なのが普段の状態からの変化です。

それが、入院判断の決めてになります。

しかし、日頃診察していない方では、そ

れは困難です。コロナが流行しているとき

はベット数も少なく、そう簡単に入院でき

ず、まして、その発熱患者さんを初めて診

察し、いつもの状態を把握していない病院

からの入院依頼では真摯な対応はできませ

ん。結局、いつも通院している遠方の病院

に行って、その先生の判断に従ってと伝え

るしかありません。

だから、発熱時はまずかかりつけ医に受

診することが重要で、発熱を診察してくれ

ない病院や、発熱時には通院が困難なほど

遠い病院に通院することは無意味ですし、

ご自分の命を危険にさらすことになります。

次回は血圧調節障害のお話です。

診察室からⅡ（100）

杉田クリニック 杉田 隆彰

日
野
山
（
越
前
富
士
）
よ
り
流
れ
る

日
野
川
に
越
前
市
（
旧
武
生
市
）
が
あ

り
ま
す
。
平
成
の
大
合
併
で
、
南
越
前

町
、
越
前
市
、
越
前
町
、
１
市
２
町
が

誕
生
し
ま
し
た
。

市
の
人
口
の
５
％
が
外
国
人
で
す
。

昔
は
国
府
が
置
か
れ
福
井
県
の
中
心
で

し
た
。
市
街
地
の
中
に
小
川
が
流
れ
松

並
木
が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
で
道
路
に
な
っ
て

い
ま
す
。

越
前
と
い
え
ば
紫
式
部
、
佐
々
木
小

次
郎
、
打
刃
物
、
和
紙
、
菊
人
形
、
蕎

麦
で
す
。
北
陸
自
動
車
道
武
生
Ｉ
Ｃ
、

Ｊ
Ｒ
北
陸
本
線
武
生
駅
と
越
前
の
表
示

が
あ
り
ま
せ
ん
。
新
幹
線
は
越
前
た
け

ふ
で
す
。
武
生
Ｉ
Ｃ
を
出
て
右
折
す
る

と
越
前
そ
ば
の
里
で
す
。
蕎
麦
打
ち
体

験
も
で
き
ま
す
。
蕎
麦
は
シ
ン
プ
ル
で

大
根
お
ろ
し
、
鰹
節
で
す
。
他
に
ソ
ー

ス
カ
ツ
丼
も
美
味
し
い
で
す
。

打
刃
物
の
武
生
ビ
レ
ッ
ヂ
、
味
真
野

和
紙
の
里
、
佐
々
木
小
次
郎
公
園
に
立

像
が
あ
り
ま
す
。
小
次
郎
と
言
え
ば
下

関
市
の
沖
合
巌
流
島
で
ツ
バ
メ
返
し
の

戦
法
で
宮
本
武
蔵
と
対
決
し
て
い
ま
す
。

二
人
の
対
決
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。Ｉ

Ｃ
を
出
て
左
折
す
る
と
武
生
菊
人

形
は
70
年
の
歴
史
で
10
月
～
11
月
に
1
ヵ

月
間
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
菊
絵
巻
で

す
。
今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
源
氏
物
語

で
す
。
紫
式
部
公
園
が
あ
り
、
１
、
０

０
０
年
以
上
前
の
平
安
時
代
９
９
６
年

に
京
都
よ
り
父
と
２
人
で
２
年
間
越
前

に
す
ん
で
物
語
を
書
い
て
い
ま
す
。
寝

殿
造
庭
で
優
美
な
雰
囲
気
が
漂
い
ま
す
。

金
色
の
像
が
建
っ
て
い
ま
す
。

近
く
に
は
日
本
六
古
窯
の
越
前
陶
芸

村
が
あ
り
ま
す
。
日
本
海
も
近
く
、
冬

の
王
様
、
「
越
前
ガ
ニ
」
タ
グ
に
極
と

印
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
品
で
す
。
カ
ニ
は

皇
室
ご
用
達
品
で
毎
年
献
上
さ
れ
て
い

ま
す
。
大
企
業
で
は
電
子
部
品
の
村
田

製
作
所
、
産
業
の
米
と
い
わ
れ
る
半
導

体
、
こ
の
材
料
が
無
い
と
作
れ
な
い
シ

リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
は
世
界
の
40
％
の
シ
ェ

ア
を
持
つ
信
越
化
学
が
あ
り
ま
す
。

水
上
勉
の
小
説
「
越
前
竹
人
形
」
の

地
で
す
。
家
の
近
く
に
国
分
寺
が
有
り

４
月
８
日
の
お
釈
迦
様
の
生
誕
の
日
は

甘
茶
が
振
る
ま
わ
れ
よ
く
飲
み
に
い
き

ま
し
た
。
神
社
仏
閣
も
多
く
あ
り
ま
す
。

川
西
Ｉ
Ｃ
よ
り
２
時
間
30
分
程
、
食

と
ロ
マ
ン
を
求
め
て
い
か
が
で
す
か
？

西
５

大
久
保

勝
義

私

の

故

郷

福
井
県
越
前
市


